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Abstract 
This paper aimed to explore the actual conditions of the opening expressions in 
speaker-turn uttered by Chinese who speak at an advanced level of Japanese. As a method, the 
talk between native Japanese and Chinese who spoke advanced Japanese was examined focusing 
on the usage of the opening expressions that occurred in turn-taking. Then the problems in 
opening expressions of Chinese were studied through comparison with that of Japanese native 
speakers. As a result, all the demonstratives, denominations, discourse markers, and 
back-channel which were indicated by Hajikano(1998) were observed. Moreover, the first person 
pronouns and Japanese particles were observed. They are considered to be the expressions of 
speaker’s feelings or attention, and the response to the partner’s utterance. 
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日常会話では，話し手として発話をするために，ターンを取得しなければならない．現話者に
指名されてターンを開始することもあれば，相手発話が終了したと判断し自主的にターンを開始
することもある．また，相手発話の終了時点を見計らって割り込む場合もある．どの場合でも話
者は何らかの表現で発話を開始する．例えば「そうですね」と相手の発話に対する反応や，コメ
ントなどを示してから自分の意見に入る場合がある．このようにあいづちなどのターン開始表現
を使うことによって，ターン交替が円滑に進められるとして，ターン開始は陳(2005)，中井(2003)，
李(1995)など多くの研究者に注目され重要視されるようになった．しかし，非母語話者の場合，
このような開始表現の使用が適切でないとか，使用すべきところで使用しない，あるいは過剰に
使用するなど，問題が多く存在している(初鹿野 1998)． 
本稿では，日中接触場面において，日本語上級非母語話者が，ターンを開始する際にどのよう
な開始表現を，どのように使用しているのかを調べることにより，日本語上級話者によるターン
開始表現の使用の実態を把握したい． 
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中井(2003)は turn-taking を「ターンの受け継ぎ」とし，そこに使用される言語と非言語行動に
ついての先行研究をまとめた．それによると， Schegloff (1996:92-93)はターンが始まる前のまだ
はっきりは識別できない時点で用いられる話の始まりの要素，つまり，次のターンの始まりを投
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射(project)するものとして，前置き開始要素(pre-beginning elements)があるとしている．また，
Gardner(1998)はターン開始要素(turn-entry devices)(Sacks,Schegloff and Jefferson 1974)について「発
信者の心的態度や価値判断を表すとともに会話に結束性，首尾一貫性をもたらしている．一方で
は，その可変性と曖昧さおよび直接話題に寄与しないという言語特徴を有している」と定義づけ
ている． 
初鹿野(1998)では，議論場面とインタビュー場面の会話を取り上げ，相手の発話中に自らの意
志で相手の発話のターンを自分のところに移行させる際に，相手に自分がターンを得たいと思っ
ていることを何らかの形で知らせる必要があり，その時に取られるターン開始措置を「ターン開
始テクニック」としている．また，その「ターン開始テクニック」には「だから」「あ」「いや」
「じゃあ」などの(1)ディスコース・マーカーや，(2)指示詞の使用，(3)発話している人の名前な
どの呼称を呼ぶ行為，(4)いきなり発話する，(5)あいづちを使用するという 5 つのテクニックが
使用されていることを指摘している．初鹿野(1998:152)は，これらのターン開始テクニックは，
ターンの順番をコントロールし，次のターンを始めるという機能を担い，かつ会話者間のやり取
りをスムーズにすることで，ターンを取るという相手の妨害と考えられる行為をやわらげ，人間
関係を円滑にする機能を果たすと述べている． 
そして，李(2002)は初鹿野(1998)で挙げられているディスコース・マーカーと前のターンの内
容に対する反応やコメントの二つの要素について，日本語母語場面，韓国語母語場面，日韓接触
場面の 3 つの場面に見られるターンを開始するための言語表現を考察している．李は議論の場に
おける turn-taking の際に，会話参加者が自発的にターンを始めると同時に，相手に配慮しながら
ターンを開始するため，上記の二つの要素が重要であると述べている．大浜(2000)と永田(2004)
では，日本語母語話者が自分の発話を開始するための方法として，あいづちを使用していること
を指摘している． 
他にも会話におけるあいづちの働きを指摘した研究に，電話会話にいてターン開始をする際に
使用するあいづちの働きを調べた陳(2005)がある．陳(2005)は日本語のターン開始と台湾(国語)
のターン開始とを比較することによって，日台会話におけるあいづちの使用傾向を考察し，日本
語では，あいづちよりディスコース・マーカーが多く使用されていることを指摘している． 
以上のように，初鹿野(1998)はターンを開始する際に使用できる代表的な表現をいくつか挙げ
ているが，会話データが母語話者によるインタビューと討論場面に限られている．永田(2004)と
大浜(2000)は接触場面を対象にしているが，表現形式としてあいづちのみを扱っている．他の堀
口(1997)と劉(2004)もターン開始に使用される表現について言及してはいるが，それらの表現が
どのような機能を果たしているかについての全般的な研究はまだされていない． 
本稿では，以上の先行研究を踏まえ，接触場面のターン開始表現を対象とし，ターン開始表現
をより全面的に考察するため，参加者が自発的にターンを始める自己選択の場合だけではなく，
他者選択によってターンを受け取る場合も扱う．また，開始表現の種類は初鹿野(1998)を参考に
し，ディスコース・マーカー，指示詞による前のターンへの言及，あいづち,呼称の 4 種類を大
きな分類とする．ただ，開始表現を判定する基準は Sacks Schegloff and Jefferson(1974)と Schegloff 
(1996)のものを参考しているため，メタ言語表現は実質的な発話とし，ターン開始表現としては
含めないことにする．また，ディスコース・マーカーとあいづちはその定義と範囲が広いため，
本稿ではさらに下位分類を設けて，それらを考察する． 
そして，このようなターン開始表現について，接触場面会話ではどのような種類があり，どの
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ような機能で使用されているかを明らかにする．さらに，日本語母語話者と中国人上級話者によ
る使用上の特徴とその要因を究明することを目的とする． 
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本研究の調査は 2008 年 7 月から 2009 年 7 月にかけて行われた．日本語母語話者と中国語母語
話者(以下では非母語話者と言う)による日本語接触場面の自由会話 14 組を収録した．それぞれ
20 分程度のもので，参加者の関係は初対面あるいは顔見知り程度のものである．母語話者は全
員 20 代であるが，非母語話者は 20 代から 30 代前半まで，日本滞在歴は 2 年から 8 年の上級話
者である．日本語のレベルについては，正確に調べたわけではないが，日本語による自由会話に
問題がないという自己報告と，日本語を使用して専門的な勉強や研究を行っていることから上級
話者であると判断している．会話参加者には会話の内容を限定せず自由に話してもらうよう伝え
た．そして，その様子をビデオカメラと IC レコーダの両方で録音・録画した．また，会話収録
後，1 週間以内にフォローアップ・インタビュー(ネウストプニー1994，ファン 2002)を参加者そ
れぞれに行った． 
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会話番号 参加者 年齢 性別 所属 滞日期間 
会話 1 
J1 22 女 研究生  
C1 21 男 研究生 2 年 
会話 2 
J2 25 女 大学院生  
C2 24 男 大学院生 2 年 
会話 3 
J3 24 女 フリーター  
C3 24 女 大学院生 2 年半 
会話 4 
J4 22 女 大学院生  
C4 27 女 大学院生 2 年半 
会話 5 
J5 20 女 フリーター  
C5 25 女 大学院生 2 年半 
会話 6 
J6 23 女 フリーター  
C6 26 女 大学院生 2 年半 
会話 7 
J7 21 女 大学院生  
C7 31 女 大学院生 3 年 
会話 8 
J8 21 男 学部生  
C8 29 男 大学院生 3 年 
会話 9 
J9 22 女 大学院生  
C9 25 男 大学院生 3 年半 
会話 10 
J10 21 女 学部生  
C10 27 女 学部生 6 年 
会話 11 J11 21 女 学部生  
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C11 26 女 研究生 7 年 
会話 12 
J12 20 女 フリーター  
C12 29 女 大学院生 8 年 
会話 13 
J13 20 女 専門学校生  
C13 32 女 会社員 8 年 
会話 14 
J14 20 女 フリーター  
C14 25 女 大学院生 4 年 
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本稿の「ターン開始表現」については，Gardner(1998) と Schegloff(1996)の定義を援用し，下
記のようにまとめることができる． 
ターン開始表現とは，話者がターンを開始するために，ターンが始まる前のまだはっきり識別
できない時点において，話者の心的態度や価値判断を表すとともに会話の結束性，首尾一貫性を
もたらす，話題に直接寄与しない可変的で曖昧な表現である．具体的に，発話意欲を示す「あ」
「え」「あのー」や，前に話した内容と関連付けるための「それ」「でも」「だから」や，相手の
発話への感想を述べる「そうですね」などがある． 
また，実質的な内容が省略された場合や言いさし文の場合でも，参加者は互いが認めれば，次
のような「だってなんか」も話し手ターンの開始表現とする．下記の例 1 はテレビ番組について
話している場面である．まず，J1 は 10 時から「ちい散歩」という番組を見ると話した．J2 の「お
ばあちゃんか」という冗談を交えたコメントに対して，J1 は「だってなんか」で弁解を表して
いる．しかし，この場合，「だってなんか」のみが発話され，その後に弁解のような発話は特に
続いていない．それについて J1 は「だってなんか」の後に「おもしろいんだもん」を省略して
いるとフォローアップ・インタビューで述べている．また，J2 も J1 と同じ意味で理解したこと
がフォローアップ・インタビューで確認することができた．このような，言いさし文は実質的な
部分を省略しているが，内容がきちんと聞き手に伝わることができるため，話し手ターンのター
ン開始表現として考える． 
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J1  私もあまり，たまに 10 時からなんかちい散歩とか見ちゃってる  
J2  おばあちゃんか  
J1  だってなんか    (おもしろいんだもん〈復元〉) 
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ターン開始表現の分類は初鹿野(1998)を参考に，開始表現が使われない「いきなり発話」を除
き，(1)ディスコース・マーカー，(2)指示詞，(3)相手の名前などの呼称，(4)あいづちの 4 種類に
分ける．本研究では，ターン開始において具体的にどのような開始表現が使われているかを明ら
かにすることを目的にしているため，上記の 4 種類の開始表現に対し，さらにそれぞれの下位項
目を立てた．そして，実際の調査結果と合わせて，下記表 2 のようにまとめた． 
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分類 下位分類 機能 表現形式の例 
指示詞 コ系 現時点の出来事，目の前にある事物を
指す 
「これ」「こういう」「こんな」
ソ系 前のターンへの言及 「それ」「そういう」「そんな」
ア系 文脈指示 「あれ」「ああいう」「あんな」
呼称 呼称 相手のことについて述べることを示
す 
「名前」「自分」 
ディスコ
ース・ 
マーカー 
間投詞 間埋め，気づき 「あ」「え」「えーと」，「なんか」
接続詞 前の発話との関係を示す 「だから」「でも」「それで」 
副詞 話し手が発言をどのような態度で行
おうとしているかを表す 
「もう」「やっぱり」 
あいづち 応答詞 聞いている，理解していることを示す 「はい」「うん」 
感動詞 相手の発話に対する反応 「あー」「えー」「へー」 
定型句 相手の発話に対する反応やコメント 「そうですね」「本当に」 
一人称代
名詞 
一人称代
名詞 
時間稼ぎ，自分のことについて述べる
ことを示す 
「私」「あたし」「うち」「ぼく」
応答詞 相手の質問に対する返答 「はい」「いいえ」「うん」 
助詞 省略された主題内容を示すため 「は」「が」「に」「の」「も」「を」
独り言 話したいことがあることを示す 
考え中であることを示す 
「なんだろう」「なんだっけ」
挨拶表現 話し手が発言をどのような態度で行
おうとしているかを示す 
「すみません」 
婉曲表現 省略された主題内容を示すため 「みたいな」「という」 
 
㪋䋮����� 
本研究で調査した 14 組の接触場面会話を対象に，日本語母語話者と非母語話者に使用された
ターン開始表現を分析した．会話全体において，日本語母語話者と非母語話者によるターン開始
の回数はほぼ同じで，他者選択によるターン開始も，自己選択によるターン開始も同じ割合であ
った．いずれのターン開始パターンでも，ディスコース・マーカーとあいづちによって開始され
たターンが多く，使用された開始表現のほとんどを占めている．ほかの開始表現には，指示詞，
相手の呼称，一人称代名詞などの表現も観察された．それぞれの使用例は下記で詳しく分析する． 
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ターンを開始する際において，指示詞による開始の数は少ないが，3 つのターン開始パターン
において使用が観察された．初鹿野(1998)で指摘されたソ系指示詞以外にも，ア系指示詞とコ系
指示詞によるターン開始も可能であることが分かった．日常の会話を考える際に，会話を一定時
間内に起きる連続的な行動として捉えると，直前のターンに関連付けることもできれば，10 分
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前あるいはもっと前の発話内容に戻り，発話することもできる．この場合はソ系指示詞より，ア
系指示詞を使用して文脈指示で開始することが可能となる．下記の例 2 は J5 からの「あれ」に
よる文脈指示である．この例は，祭りについて話している場面である．発話 46 で J5 は和太鼓の
話から盆踊りの話をするつもりだったが，C5 が「和太鼓って」と聞き返し，J5 の話が中断され
た．その後「和太鼓」についての説明が終わり，J5 は再び祭りの話に戻る際に，「あれを」を利
用して発話 46 にある「和太鼓」を指し，ターンを開始した． 
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45 C5 何があるんですか?祭りに，踊ったりとか(あー)後露天店舗とかいっぱい出て 
46 J5 そうですね，和太鼓とかがあって 
47 C5 和太鼓って？ 
48 J5 太鼓 
49 C5 あー，はい 
50 J5 あれを，そのー職人が叩いて，その周りでみんなが，盆踊りって知ってます？ 
 
このように，「あれ」で 4 つ前にある自分のターンで述べた内容に言及して発話することがで
きる．つまり，同じ話題について話している場合，自分が述べた内容に再び言及する際に「あれ」
を使用している． 
また，J5 は「それ」によって，会話で話題となったものを再び言及する際に使用した．例え
ば，下記の例 3 で J5 は大学の近くの花火大会について発話 14 で紹介している．その後，花火大
会でできることについて話が続いた．そして，発話 80 でもう一度「その近くからの花火大会」
について発話する際に「それ」を使用した．このような発話 80 で発話 14 に遡って言及すること
もあり，母語話者はソ系指示詞の「それ」を使用している． 
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14 J5 あのーちょうどたぶん[大学名]から見えるか分からないんですけど，けっこう近くにポ
ートタワーっていう塔があるんですよ，そこの近くからの花火大会はけっこう有名で
15 C5 千葉のところですか？ 
16 J5 千葉の，あのー，千葉の，千葉の〈笑い〉そうですね，みなと，千葉みなとってわか
ります？ 
17 C5 千葉みなと，JR で行けるんですか？ 
  中略 
77 C5 じゃ，千葉のに行ってみて，あれなんていう 
78 J5 ポートタワー 
79 C5 ポートタワー 
80 J5 それ，千葉市民花火大会っていう正式名称かな，けっこう大きいですよ，人もけっこ
ういるし，はい，バイトとかしてるんですか？ 
 
同じ文脈指示の場合では，非母語話者はア系指示詞を使用している．例えば，会話中に既に話
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したことのある場所について言及したい時に，「あそこ」を使用していたことがある．14 名の非
母語話者のうち，C4 と C9 から「あそこ」の使用が観察され，二人とも同様の機能で使用して
いた．C4 の例で見ると，「あそこ」は 7 回観察され，7 回ともアルバイト先の店を指すために使
用していた．下記の例 4 では，発話 73 から C4 のアルバイトについての話が始まり，発話 78 で
店名を提示してから，仕事の内容について話していた．そして発話 88 で，アルバイト先の服装
について話す際に，「あ，あそこは，襟がついてる服であれば」のように，「あそこ」でアルバイ
ト先を指した．その後，発話 139 でレジの話になり，その時もまた「あそこは」によってターン
を開始した．さらにその後の発話 156 も同様に，「あそこ」でアルバイト先を指してターンを開
始していた． 
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78 C4  服の販売ていうか，ちょっと整理したり，[店名 1]って分かりますか? 
79 J4  あっ，えっ，海浜幕張? 
  中略 
87 J4  【【じゃ，服も買わなきゃいけなかったりする? 
88 C4  あ，あそこは，襟がついてる服だったら，【【自分の 
  中略 
137 J4  あー，レジはやらないんですか↓ 
138 C4  あそこは一階だけにレジがありますね，(へー)レジがみんな，あの，あの食品とか，
(あ－)洋服とか，(へー)日常用品とかは，レジは一緒なんですよ 
  中略 
153 J4  え，もうずっと長いですか?バイトは 
154 C4  ううん 
155 J4  最近? 
156 C4  あそこは，最近から，(うーん)一ヶ月経ってるかな 
 
指示詞を使用してターンを開始する場合は，母語話者も非母語話者も同様に，既出の内容につ
いて言及するために使用しているが，表現形式においては両者に違いが見られた．母語話者はソ
系指示詞を使用しているのに対して，非母語話者は時にア系指示詞を使用している．指示詞によ
って開始すべき場面では，非母語話者は指示詞を選択することができたが，具体的な表現形式の
選択においては母語話者と違いがあることが分かる． 
また，現時点に起きている出来事について，話者自身の立場から発話する場合において，コ系
指示詞を使用することが適当である．母語話者はこの機能を使用している．そして，自由会話の
際には，独り言による開始も許容されるため，非母語話者からも時おり使用が観察された．独り
言の発話は，現在話者が自分自身に話しかける場合と相手に気付かせるために使用される場合が
ある． 
以上のように，自由会話は複数のターンから構成された合同体であるため，直前のターンのみ
ならず，さらに遡って 2 個以上前のターンに関連付けてターンを開始することもあれば，現時点
の出来事について述べる時もある．そのため，ソ系指示詞以外にも，ア系指示詞やコ系指示詞も
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使用される．しかし，非母語話者は文脈指示をしたい時に，会話の状況や文脈指示の条件に関わ
らず，ア系指示詞を使用している点で母語話者と異なっている． 
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今回の調査で，母語話者と非母語話者が使用した呼称によるターン開始は全部で 8 回あった．
しかし，呼称を使用したのは発話意欲を示すためではなく，相手の呼称を取り立てることによっ
て，これから始まるターンが相手に関する内容であることを示すためであった．つまり，呼称に
よる開始は，発話内容の方向を予告するためであり，前置き的な機能を果たしていると考えられ
る．例えば母語話者が下記の呼称によるターン開始を行っている例がある．例 5 は，両者の専門
について話している場面である．まず発話 37で J9は自分の専門は文法であると述べた．そして，
J9 は C9 の「えー，そうですか」という下降イントネーションの発話により，C9 のターンが終
了したと判断し，発話 39 で C9 の専門を聞くための新しいターンを開始しようとした．しかし，
C9 の発話がまだ終わっておらず，「難しいそうじゃない」と続けて発話したため，J9 の発話 39
の開始が失敗した．そして，発話 54 で C9 が再び「あ，そうですか」と下降イントネーション
で発話した．しかし，今回 J9 はすぐにターンを開始せず，まず「はい」と返事をして，その後
も C9 が「うーん」とあいづち的な発話のみだったことから，C9 のターンが確かに終了したこ
とを確認した． 
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36 C9 日本語学(うん)うーん，え文法，文法じゃ【【ないですか〈音声縮小〉 
37 J9 【【そう，文法です 
38 C9 文法，えー，そうですか↓ 
39 J9 【【C9 さん 
40 C9 【【難しいそうじゃない 
41 J9 いやいやいやいや 
  中略 
53 J9 うん，(あー)あれを話し合ってると(うん)何時間でも大丈夫 
54 C9 あ，そうですか↓ 
55 J9 はい 
56 C9 うーん 
57 J9 C9 さんは専門何ですか? 
 
このように，J9 は呼称によるターン開始を一回目は失敗し，二回目は相手の発話が確かに終
了したことを慎重に確認してからターンを開始したことが分かる．一回目のターン開始が失敗し
たことから，初鹿野(1998)で述べたように，呼称を呼ぶことは相手の注意を引き，発話権を獲得
するような強い役割はこの例では果たせなかったことが分かる．発話 57 から呼称を考えると，
発話権を取得するためのものというより，今からの発話は誰についての内容であるかを示すため
であり，話題の方向を予告するような前置き的な機能を果たしていると言える． 
また，非母語話者が呼称を使用してターンを開始したことは観察されたが，それについては，
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可能であるなら呼称を回避したいということが非母語話者のフォローアップ・インタビュー調査
で分かった．非母語話者にとっては，日本人の名前が覚えにくいため，事前に回避したのであっ
た．使用したとしても，発話するまでに時間がかかったり，名前の漢字の読み方を間違えたり，
言い換えたりすることも，非母語話者にとって日本人の名前が覚えにくいためであると考えられ
る．「自分」を使用して相手を指すことも観察された．下記の会話例 6 は呼称の代わりに，「自分」
という表現を使いターンを開始した例である．C1 が日本語で自分の父の姉を何と呼ぶかという
質問を J1 にしている場面である．発話 109 と 111 で，C1 は「自分」という呼称表現を使い，J1
に質問している．ここでの「自分」は機能としては名前を呼ぶことと同じではあるが，C1 はフ
ォローアップ・インタビューで日本人の名前が難しくて自己紹介されても覚えられないため，代
わりに「自分」を使っても同じ意味を表すことができるからと述べた．このような報告は他の非
母語話者からもされたため，多くの非母語話者にとって日本人の名前を覚えることが難しく，会
話ではできるだけ名前を呼ばない，あるいは他の言い方に変えることにして名前の使用を回避し
ていることが分かる． 
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109 C1 自分のお父さんのお姉さん 
110 J1 うん，の家族？ 
111 C1 自分が何か呼んでいるの？ 
 
初鹿野(1998)は多人数会話場面を分析した結果，発話権を配分する権力を持つ人の呼称を呼ぶ
ことで，発話したい意欲を示すことができ，ターンを獲得することができると述べている．今回
の調査結果では，ターンを開始するために，呼称による開始はあまり使用されなかった．その理
由として，今回調査した会話が二者間会話であったからであると考えられる．二者間会話である
ため，相手の呼称を呼ぶことまでしてターンを取る必要性が低く，使用回数が少なかった．特に，
他者選択によるターン開始の場合は，相手に質問されているため，ターンが自動的に獲得できる．
このように，そのまま受け取ることが可能で，ターン開始が最も容易であるため，呼称を使う必
要がなかったと考えられる． 
割り込みによるターン開始の場合も議論場面と異なり，自由会話では協力的な割り込みが多く，
相手発話を先取りして完結させることと，あいづちやディスコース・マーカーなどで発話意欲を
示すことができる．たとえ異なる意見を述べようとしても，ディスコース・マーカーによってタ
ーンを獲得することができるため，呼称を使用する必要がない．これについて，会話データから
も分かるように，聞き手がターンを取って発話したい場合や，相手の発話途中に割り込む場合で
も，何かを話せば相手は発話を止めターンを譲る．特に，自由会話であるため，参加者は互いへ
の配慮が常に働き，両者が協力しあって会話を進めている．この点から考えても呼称を呼ぶよう
な相手の注意を強く引く表現を，自由会話において使用する必要性は少ないと考えられる． 
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ディスコース・マーカーのうち，特に間投詞による開始が多く，母語話者には「あ」と「え」
が中心的に使用され，非母語話者には「あ」「え」「で」が中心に使用されていた．その要因とし
て考えられるのは，会話場面の接触性である．今回調査したのは初対面の接触場面であり，参加
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者にとって，互いのことについては全く無知であるからである．それぞれの経験や考え方などが
異なるため，相手の発話を聞いて理解すると同時に，新たに何かに気づき，疑問に思うこともあ
るだろう．例えば，非母語話者の母国の事情や，日本文化に対する見方に関する内容は，母語話
者にとって新鮮な内容である．一方，母語話者が持っている日本人の考え方や，日本文化に関す
る知識もまた非母語話者にとって新鮮であり，そこから学ぶことは多い．このように，接触場面
の話題の新鮮さから，「あ」と「え」のような気づきを示すマーカーが多くなったと考えられる． 
実際に会話で取り扱われた話題の中で，例えば非母語話者の一人っ子生活に関する内容がある．
これは 4 人兄弟を持つ母語話者にとって新鮮な話題であり，逆に，非母語話者にとって 4 人兄弟
の家族を持つ母語話者の発話内容もまた新鮮である．他に，非母語話者が思っている疑問で，日
本は漫画の国と言われているのに，どうして白黒で，カラーではないのかというものがある．母
語話者にとっては，白黒であることが日常であるため，どうしてカラーではないのかを考えてみ
たこともなかった．このような話題が接触場面会話においてよく現れるため，驚きや気づきのマ
ーカーが多くなったと考えられる． 
一方で，ディスコース・マーカーによってターン開始したいという意欲を示したにも関わらず，
ターンの獲得ができない場合もある．これは，主に母語話者において起こることが多い．「え」
「なんか」によってターン開始を示したが，非母語話者に割り込まれ，ターン開始が失敗に終わ
るものが何回かあった．例えば，下記の例 7 では母語話者が「え」によって質問があることを示
したが，ターンが取れなかったものである．これは，C4 がアルバイト先まで 50 分かけて自転車
で通うことについて話している場面である．そして，C4 が健康のためだと言って，J4 は「へー，
すごーい」と感想を述べている．その後，C4 もあいづち的な発話のみで「うん」と発話し，い
ったん話が途切れた．少しの沈黙の後，J4 は何かに気づき「え」によってターンを開始しよう
としたが，C4 に割り込まれた．それについて C4 は発話 120 の後に起きた沈黙の時間で次の話
題を考えていた．そして，話題を思いついたため，発話 122 を開始したとフォローアップ・イン
タビューで述べた． 
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117 J4  健康【【的な 
118 C4 【【健康的な 
119 J4  へー，すごい 
120 C4 うん 
121 J4  〈少し間〉え，【【しかも，あっちの〈音声小さめ〉 
122 C4 【【で平日は二回しか通ってないです 
 
このように，母語話者が「え」を使用してターン開始のシグナルを示したにもかかわらず，タ
ーン開始に失敗したのである．他にも同様の例が何回か観察されたが，いずれも非母語話者が発
話内容を思いついたためターンを取ったものであり，母語話者が出したターン開始表現に気づか
なかったか，あるいは気づいたがすでに自分が発話を開始したため，発話を止められず，母語話
者のターン開始を奪う結果になってしまったと考えられる． 
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ターンを開始する際に，日本語母語話者と非母語話者はともに多くのあいづちを使用していた．
特に，感動詞によるターン開始が多く，その理由はディスコース・マーカーの使用が多かったの
と同様に，接触場面の話題に関係していると考えられる．つまり，接触場面での話題は，参加者
にとって驚く内容が多く，そのため，相手の発話に対して理解や感動などの反応を示すことも多
くなる． 
また，発話内容によって相手に配慮する必要がある場合は，ターンを開始する際にいったんあ
いづちで発話を和らげる必要がある．一方，すぐに発話する必要がある場合や，あるいは自分の
意見を強く主張したい場合は，あいづちを使用する必要がなく，いきなりターンを開始する．こ
のように，話題の内容と発話者の意図により，ターンを開始する際に，開始表現を使用するかど
うかが決まる． 
 また，フォローアップ・インタビューの結果から，日本語母語話者は言語ホストの役割を感じ
ており，非母語話者の会話参加促進のために積極的にあいづちを打ち，理解と同意を示していた
ことが分かった．特に，割り込みによるターン開始の場合，母語話者は非母語話者の発話を聞き
ながら，非母語話者の先の発話を予測し，あいづちを使用してターンを取っていた．これらも母
語話者による言語ホストとしての参加支援ストラテジー(Fan 1998)であると考えられる． 
一方，非母語話者にも多くのあいづちによるターン開始が観察され，全体的な使用回数は母語
話者と同様の傾向を示している．あいづちの使用について，日本語学習の段階において教師に指
導されていたため，意識的に使用していた時期があった，と非母語話者はフォローアップ・イン
タビューで述べている．上級になった現在は無意識的に使用している場合が多いが，相手が日本
語母語話者である場合は特に使用する意識が強くなり，母語にない第二言語の習慣を教わったか
らこそ，意識的に使用しようとしている，ということもフォローアップ・インタビューで述べて
いる．このように，接触場面において非母語話者は，母語話者の規範に合わせようとし，あいづ
ちの使用について普段より意識が強くなる．そのため，非母語話者は積極的にあいづちを打ち，
特に会話 12 では非母語話者が 57 回のあいづち詞を使用し，母語話者の 22 回よりかなり大きく
上回った結果となった．しかし，非母語話者の場合，日本語能力の問題もあり，母語話者の発話
を完全に理解できなかったり，認識のずれが生じたりもする．そのため，非母語話者はコミュニ
ケーション・ストラテジーとして，理解を示すあいづち詞を選択して意味交渉を回避するのに使
用していた．また，例えば下記の C12 の「あー」の使用例 8 では，J12 の発話 82 の説明が理解
できなかったため，「あー」のようなあいづち詞を使用することで意味交渉を回避し，会話を進
行させている． 
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81 C12 あーそうそうそうそう，その中で一番下手と思うね，なんか，最初は全然，二人の
なんか区別が全然つかない，今は少し〈両者笑い〉 
82 J12 今髪短いか，デカイかですね 
83 C12 あー，なんか，おもしろいね，(あー)中居さん 
 
このように，非母語話者は会話中に日本語が理解できない時，必要性を判断して意味交渉をす
るか，会話を進行させるかを選択している．そして，非母語話者に使用された理解のあいづち詞
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は場合によって話題を管理するための調整行動ともなる． 
また，相手発話への反応を示すあいづち詞や，考え中であることを示すあいづち詞のような，
ターン開始を和らげる機能を持つ開始表現は，ターンを取ることができない場合がある．下記の
例 9 は，J10 と C10 がアルバイトについて話している場面である．発話 122 で J10 は C10 に何の
バイトをしているかと質問した．レジのバイトと答えを聞いた後，さらにスーパーのレジかと質
問しようとしたが，C10 の「つまらない」に割り込まれ中断した．そして，両者が同時に笑った
後に，J10 は発話 126 で「うーん」であいづちを打ち，自分もレジのアルバイトをしていること
を述べようとしターンを取ったが，また C10 の発話 127 に割り込まれ中断した．そこで，J10 は
発話 128 で開始表現を使用せず，直接「パン屋のレジ」と自分の前ターンで話すことのできなか
ったことを話した． 
しかし，発話 126 で C10 は J10 がターンを開始するために使用した「うーん」を単なるあい
づちとして考え，そのまま自分の発話を続けたとフォローアップ・インタビューで述べた． 
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122 J10  えー，何のバイトですか? 
123 C10 いろいろやりました．今はレジ 
124 J10  レジ?【【スーパー 
125 C10 【【すごい(はい)つまらない〈両者笑い〉 
126 J10  うーん，【【私も 
127 C10 【【しょうがないなー 
128 J10  パン屋のレジです 
 
このように，母語話者はあいづちによってターンを開始するためのシグナルを示したが，非母
語話者はその意図を理解できず，J10 がターンを取る意志がないと判断し，発話 125 と 127 のよ
うにターンを開始していることが分かる．J10 は一回目の発話 126 であいづちによるターン開始
に失敗し，二回目の発話 128 で開始表現を使用せずに，いきなり開始を選択したのである．ター
ンを開始する際に使用されたあいづち詞は，あいづち的な発話と判断されてしまう可能性がある
ため，そこで相手に割り込まれ，ターン取得が失敗に終わることもしばしばある．そのため，あ
いづちによる開始より，いきなり発話を開始した方がより確実にターンを取得し，発話を続ける
ことができると判断されてしまうのである． 
また，非母語話者のあいづち使用に影響を与えているもう一つの要因として考えられるのは，
母語からの転移である．今回の調査では，会話参加者のうちの C1 が上級話者ではあるが，フォ
ローアップ・インタビューの際に，母語話者の発話内容が理解できなかったと報告されたことが
多く，他の非母語話者よりまだ日本語の能力が足りないことが分かった．しかし，C1 は会話に
おいて発話内容を考えるのに一生懸命であるため，ターン開始表現に留意する余裕がないにもか
かわらず，多くの「あ」と「え」を自然に使用していた．これについて，劉(2004)に指摘されて
いるように，中国語にも「嗯」(うん)，「啊」(あー)のようなあいづち詞があり，この二つの表現
は日本語の「うん」と「あー」が発音も機能も同じであることから，C1 が自然に「うん」と「あ
ー」を使用できたのではないか，つまり母語からの転移による開始表現の使用があったのではな
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いかと考えられる． 
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本調査での一称代名詞による開始は，話者自身に関する情報を提供するために使用されている．
下記の会話例 10 は，J11 が C11 の研究内容を質問している場面である．発話 46 で C11 は，自分
は国際教育センターに所属していると答えている．J11 は，国際教育センターは学部ではないの
で，そこで何をやっているのかが J11 には理解できず，発話 47 で「何について勉強するの」と
再び C11 に質問した．そして，突然来た専門分野についての質問に対し，C11 は｢私｣を発話する
ことで，答えを考えるための時間を稼いだと考えられる．C11 は研究生として入学して間もない
ため，研究の方向がまだ決まっておらず，J11 の質問にどのように答えるかを考えていたとフォ
ローアップ・インタビューで述べている．このように，ここでの「私」は一人称代名詞の機能を
果たしているというよりは，ターンをいったん受け取ることを示すと同時に，発話内容を考える
ための時間稼ぎとしての機能が強く，従って，ターン開始をするための開始表現として考えられ
る． 
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46 C11 文学部の国際教育センター 
47 J11 あ，そんなんだ，え，何について勉強するの？ 
48 C11 私，言葉の研究，文法 
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他者選択によるターン開始の場合は，応答詞を利用して開始することがよく観察され，特に丁
寧度の低い「うん」の使用が最も多かった．これについて母語話者(J1，J3，J4，J6，J11)は，本
研究の調査場面が自由会話であったためでもあるが，会話の相手が非母語話者であり，母語話者
は言語ホストという役割を感じ，話しやすい場面を作るため，「うん」で親しさを出したいとフ
ォローアップ・インタビューで述べている．このように，接触場面では，言語ホストと言語ゲス
トの関係がより重視され，逆に母語場面のような上下関係による影響は少なかった．たとえ相手
の非母語話者のほうが年上であっても，母語話者は「うん」によってターンを開始することもあ
ることが接触場面の特徴であることが分かった．  
一方，非母語話者からも「うん」によるターン開始が多かったが，他に「はい」や「いいえ」
のような丁寧な応答詞も使用された．特に「いいえ」を使用した母語話者は一人もおらず，「う
うん」や「や」などの表現を使用している．一概には言えないが，「いいえ」を使用することは
少なくとも今回の調査に協力してくれた非母語話者の特徴の一つであると言える．下記の会話例
11 は実際に非母語話者が使用した「いいえ」の例である．これは，J9 が C9 の出身地を質問して
いる場面である．J9 の発話 101「北京ですか？」の質問に対して，C9 は発話 102 で「いいえ」
で否定し，「違う違う」で否定の意をさらに表出し，それから自分の出身地である広東省へと話
を少しずつ移していった．C9 のフォローアップ・インタビューでは，北京かと聞かれたが，自
分の出身地である広東省は北京ほど有名じゃないため，北京の出身と思われたことについて恐縮
して，このような否定の仕方をしたと報告している． 
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101 J9 C9 さん，北京ですか? 
102 C9 いいえ，違う違う，あの広東省知ってる?広東，南の方 
  
フォローアップ・インタビューの結果から，C9 が持つ首都への敬意が伺え，自分が北京の出
身であると J9 に誤認識されることをきちんと否定しなければならないという考えから，まず丁
寧な応答詞で否定してから，さらに否定の意を強めるに至ったと考えられる． 
また，非母語話者は母語話者のスピーチ・スタイルに影響され，「いいえ」が使用されたもの
もあった．相手が丁寧な質問の仕方をしたら，非母語話者も丁寧な答え方をしていた．このよう
に，非母語話者が「いいえ」のような丁寧な応答詞を使用した理由として，一つは話題による影
響と，もう一つは相手のスピーチ・スタイルによる影響があった．例えば下記の例 12 は参加者
の二人がお菓子についての話題から C13 の子供についての話題へと変わる場面である．発話 135
で C13 は「おいしい，なんかおにぎりみたい」と普通体でお菓子を食べた感想を述べた．J13 は
「ですね」とあいづちを打ってから，「お子様は今いらっしゃるんですか」と敬語で C13 に質問
した．それについて C13 は相手の質問がとても丁寧だから，自分も丁寧に答えるべきだと考え，
「いいえ」と丁寧な応答詞で答えたとフォローアップ・インタビューで述べた．このように，母
語話者の敬語による質問に影響されたため，非母語話者は丁寧な応答詞を選択したのである． 
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135 C13 おいしい，なんかおにぎりみたい 
136 J13 ですね，お子様は今いらっしゃるんですか？ 
137 C13 いいえ，これ，この子，あの初めての子 
138 J13 もう，男の子とか女【【の子 
139 C13 【【男の子って言われたんです，もうはっきり 
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日常の自由会話において，文脈から意味が読み取れる場合は省略がよく起こる．今回の調査に
おいても，特に同じ主題内容について述べる際に，重複を避けるため，主題内容の省略がよく観
察された．しかし，いきなり内容を述べることも可能とはいえ，唐突感が生じてしまう．また，
何について話しているのか，理解できない可能性も否定できないため，助詞を入れることで，唐
突感を解消することができると同時に，どの主題について話しているのかも示すことができる．
例えば下記の例 13 で発話 133 は助詞「の」によるターン開始である．ここでは，C10 は発話 129
にある「マリンピア」という店について続けて話そうとし，主題内容が同じであるため，発話
133 でそれを省略した．「の」を使うことで，「マリンピアの食品レジ」と自然につなげることが
でき，主題内容を理解することができる． 
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128 J10 パン屋のレジです 
129 C10 え，うん〈笑い〉ま，ちょっと私より楽かもしれない(うん)なんかマリンピア，行
ったことあります? 
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130 J10 マリンピア 
131 C10 もう，[地名]の方 
132 J10 はいはい，あります．はいはいはい  
133 C10 の食品レジ，わー，本当に，いつも，ずっと込んでー(えー)全然暇がない 
 
仮に「の」がないとすれば，発話 133 は「食品レジ，わー，本当に，いつも，ずっと込んでー
(えー)全然暇がない」になる．これなら，マリンピアの食品レジでアルバイトをしているのでは
なく，そこの食品レジについての感想を述べていると誤解される可能性も否めない．このように，
文脈から主題を読み取ることができる場合，主題の内容を省略し，途中からターンを始めること
がよくある．そして，誤解されないよう，取り立て助詞などの必要な部分を残すため，上記例の
ような助詞によるターン開始が現れたのである．ここでは，発話理解のために必要かつ最小限の
情報を提供することが行われている．これは，グライス(1975)の提唱した「協調の原理」
(cooperative principle)の中の「量の公理」によって説明できる．また，このような「助詞」から
始まるターン開始は，文法的な働きからすると，先行する名詞(主題)との間に文法的リンクを作
り，その名詞の文法的役割の再規定を行うという役割を果たしていると言えよう． 
 
㪋㪅㪏㩷 ���� 
「みたいな」は今回の調査において，使用された回数が少なかったが，母語話者から 1 回，非
母語話者から 2 回観察された．母語話者が自分の発話をまとめるために使用したのに対して，非
母語話者は発話内容を緩和するために使用した．まず，母語話者の例 14 で考えると，まず発話
186 で J3 は自分がお菓子を食べる時，兄弟で分け合わなければならないので，一人っ子が羨ま
しかったと意見を述べている．それに対して C3 は「あー，そうなんですか，うん」とあいづち
的な発話のみであった．J3はC3のコメントを期待していたが，あいづち的な発話しか得られず，
仕方なくもう一度自分の意見をまとめながら，何を話そうかを考えていたとフォローアップ・イ
ンタビューで述べた．そして，その後の発話 190 で J3 はさらに兄弟がいることの不満について
述べた． 
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186 J3 なんか，昔は袋のお菓子とか開けても，兄弟で分けあわなきゃならないじゃない，一
人っ子が，羨ましかった 
187 C3 あー，そうなんですか，うん， 
188 J3 ていうのがあるかな 
189 C3 そう，やっぱり，いいところもたくさんありますね 
190 J3 うん，本当に，私けっこうゲーム好きで(あー)ゲームいっぱいあるんだけど，だれか
がやってて，使えないとか，あと，なんか,兄弟が友達を連れてきて，その部屋が使
えなかったりして(あー)えーみたいな，(おー)そのぐらいかな 
 
このように，母語話者は自分のターンが終了しても，非母語話者から期待した発話を得られな
かった．母語話者はまだ新しい話題を思いついていないため，「ていう」で前の発話内容をまと
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めながら，新しい話題を考えるための時間を稼いだ． 
一方，例 15 での発話 328 で非母語話者は「日本人女性は軽すぎる」という内容が相手に対し
て失礼であることに気付いた．そして，人間関係を修復するために「ていう」を使用して，発話
328 で述べた内容を外国人としての一般的なイメージであると述べ，発話内容を客観化したので
ある． 
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326 C11 昔の日本の女性って(うんうん)すごかったね，中国でもすごく流行ってたもん，奥
さん探すなら，絶対日本の女性がいいとか，でも今はたぶん 
327 J11 そうなんだ 
328 C11 軽すぎるっていうか，ねー 
329 J11 軽いんだ 
330 C11 ていうイメージが，けっこう外国人に対しては 
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以上のように，ターン開始をする際に使用された開始表現は，話し手の視点から考えると，自
分が何かを話したいという発話意識，例えば注目要求の表示などのような発話意識によるターン
開始があり，その時に使われる開始表現としては，気づきなどの意識変化や感情を表すディスコ
ース・マーカーとあいづち詞と応答詞があることが分かった．本稿では，これらを話し手の意識
にかかわるものとして一つにまとめた．もう一つは，発話内容にかかわるもので，先行する発話
において現れた内容を再び明示する際に開始表現によるターン開始があるということである．こ
れには指示詞や呼称，助詞などが含まれる． 
一方，母語話者と非母語話者の開始表現によるターン開始には様々な特徴が見られたが，両者
の共通点と相違点は下記のようにまとめることができる． 
（1） 母語話者と非母語話者に同様に見られた特徴： 
まず，ディスコース・マーカーとあいづち詞の使用が多かった．特に感動表現や気づきが多く，
その理由は接触場面の話題の新鮮さに影響された結果であると考えられる． 
次に，指示詞によるターン開始も観察された．直前のターンのみではなく，かなり前に遡って
指示する場合も観察された．これは，自由会話であるため，話題を遡って話すことが可能である
と考えられる． 
呼称による開始は，ターンを求めるためではなく，これからのターンは誰についてのものであ
るかを示すためであることが両者の共通点であった．二者間会話において呼称を呼ぶことは初鹿
野(1998)の指摘と異なる機能を果たしていると考えられる． 
そして，他者選択によるターン開始も対象としたため，「はい」や「いいえ」などの応答詞に
よる開始は，質問応答の隣接ペアであると考えられる． 
また，主題省略により，助詞を使用して文の途中から開始するターンもある．会話の「協調の
原理」の中にある，発話理解のために必要かつ最小限の情報を提供するという「量の公理」から，
発話内容の重複を避けると同時に，誤解が生じないよう，助詞による開始が使用されたと考えら
れる． 
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(2)母語話者と非母語話者との開始表現使用上の相違点 
まず，ディスコース・マーカーの使用において，母語話者と非母語話者に共通して「あ」と「え」
が多かったが，非母語話者には，そのほかに「で」によるターン開始も多かった．それについて，
「で」という開始表現は日本語らしい表現であると非母語話者が肯定的に評価し過剰に使用した
結果であった． 
次に，母語話者は非母語話者に対して，会話参加を支援するため，多くの先取りあいづちを使
用してターンを開始していた．一方，非母語話者も多くのあいづちを使用したが，その理由とし
ては学習経験があったため，意識的に使用したことが報告された．また，母語話者との接触場面
であるため，より意識的に使用したという非母語話者もいた．場合によって，理解を示すあいづ
ちを使用することで，意味交渉を回避するなど，コミュニケーション・ストラテジーとして使用
されることもあった．また，日本語能力が足りない非母語話者が，多くのあいづちによってター
ン開始をしたことも母語による影響であったと考えられる． 
さらに，応答詞によるターン開始において，母語話者が「うん」を使用したことは言語ホスト
として，話しやすい雰囲気を作るためであったが，非母語話者は「はい」や「いいえ」などを使
用することが多く，それは，相手発話の内容と相手のスピーチ・スタイルに合わせて使用したこ
とがわかった． 
また，指示詞によるターン開始において，母語話者はソ系指示詞とア系指示詞によって既知内
容を指示したり，コ系指示詞によって現時点の出来事を指示したりしていた．それに対して，非
母語話者はア系指示詞を使用して方位指示をしたり，コ系指示詞を使用して独り言を開始したり
することがあった． 
「ていう」によるターン開始において，母語話者は自分の発話内容をまとめるのに対して，非
母語話者は対人関係を修復するために，発話内容を緩和するために使用していた． 
相手の呼称を使用することで，主題内容は誰についてのものであるかを提示する点においては
母語話者と非母語話者で共通しているが，そのほかにも非母語話者は日本人の名前が覚えにくい
ため，開始したり，言い換えたりすることがあった． 
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 母語話者 非母語話者 
開始表現 特徴 開始表現 特徴 
感情や反応
などの話者
の意識を示
す開始表現 
「あ」「え」 積極的な参加姿勢 「で」 肯定的評価による過剰使用
先取りあいづ
ち 
相手への参加支援 あいづち
詞 
学習経験 
相手言語規範に合わせる 
意味交渉を回避するための
調整手段 
母語転移 
「うん」 
 
言語ホストとして
話しやすい雰囲気
作り 
「はい」 
「いいえ」
話題内容や相手のスピー
チ・スタイルによる影響 
主題を提示 「それ」「あれ」 既知内容の指示 「あそこ」 方位指示 
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する開始表
現 
 
「これ」 現時点の指示 「これ」 独り言 
「ていう」 自己発話のまとめ 「ていう」 発話内容の緩和 
相手の名前 
 
主題提示 相手の名
前 
，「自分」
主題提示，回避 
言い換え 
 
本研究では，接触場面での会話を対象に，ターンを開始する際に使用された開始表現について，
表現形式と機能を分析した．研究を通して，ターン開始表現の使用上の特徴とその要因を明らか
にし，母語話者と非母語話者の共通点と相違点をまとめた．しかし，研究対象となったのは日本
と同じアジア圏に属している中国出身の上級話者のみであったため，母国語の習慣をそのまま日
本語による会話に使用しても違和感がない場合もある．そのため，他国出身の日本語話者を調べ
ると異なる結果が得られる可能性がある．また，日本滞在経験のない日本語学習者は，どのよう
にターン開始表現を使用しているかも調べる必要があるだろう． 
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(  ) 聞き手のあいづち 
【【 発話の重なり 
[ ] 固有名詞 
〈 〉 非言語行動 
文字 網掛けの部分は分析対象とする開始表現 
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